Advanced Japanese Refresher Course

Self-Assessment Test (30 mins)

アドバンス用　自己診断テスト（目安３０分）

Part 1：文字・語彙　（各1点×15問＝15点）
問題Ｉ　　　　をつけた言葉は、どのように読みますか。その読み方を、a．b．c．dから
一つ選びなさい。

問1.　大学で、環境についての研究がしたい。

　1　　環境　　　　a.こんきょう　　b.かんきょう　　c.かんきゅう　　d.こんきゅう

　2　　研究　　　　a.けんきゅう　　b.かんきゅう　　c.けんきょう　　d.かんきょう

問2.　アメリカに行く目的は、娘の心臓移植の治療をするためです。
　3　　目的　　　　a.めてき　　　b.めくてき　　c.むくてき　　d.もくてき

　4　　治療　　　　a.ちりょう　　b.つりょう　　c.ちりゅう　　d.なおす

問3.　彼は年齢を重ねるにしたがって、頑固者になった。

　5　　年齢　　　　a.ねんねん　　b.としれい　　c.ねんれい　　　d.ぬんれい

　6　　重ねる　　　a.かさねる　　b.こさねる　　c.じゅうねる　　d.じゃうねる

問題II　　　　をつけた言葉は、どのような漢字を書きますか。その漢字を、a．b．c．dから一つ選びなさい。

問1. はがいたいので、甘い物が食べられない。

　7　　は　　　　　a.葉　　　　b.舌　　　c.歯　　　d.覇

　8　　いたい　　　a.疲　　　　b.備　　　c.庸　　　d.痛

問2. つまは私をしんらいしている。

　9　　つま　　　　a.褄　　　　b.妻　　　c.夫　　　d.母

　10 　しんらい　　a.真頼　　　b.新頼　　c.信頼　　d.心頼

問3. 「ニート」とは、「学校を卒業しても仕事につかないむしょくの若者」の意味です。

　11 　むしょく　　　a.無織　　b.蕪織　　c.蕪職　　d.無職

問題II　　　　に入れる最もよいものを、a．b．c．dから一つ選びなさい。


　12 　　さっきお昼を食べたばかりな　　、もうお腹がすいた。

a.でも　　　b.だが　　　c.から　　　d.のに
　13 　　具合が悪そうですね。早く　　　ほうがいいですよ。

a.帰った　　　b.帰る　　　c.帰って　　d.帰れば

　14 　　あれ？ここに置いた　　の書類がない。誰か知りませんか？

a.のに　　　b.でも　　　c.はず　　　d.ので

　15 　　友達は傘を持っていなかったので、私のもう一つの傘を貸し　　　　　　。

a.たあげました　　b.てくれました　c.てもらいました　　d.てあげました。

Part 2：読解・文法　　（問1～5は各3点、問6および7は各5点　　計25点）
問題Ｉ　次の文章を読んで、それぞれの問いに対する答えとして最も適当なものをa．b．c．d から一つ選びなさい。

　最近、日本の都市部の電車の中で、夜、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 10(おおぜい),大勢)の小学生を見かけることがある。　（　①　）顔もつかれている。こんなに遅く（　②　）彼らは何をしているのだろうか。

　実は、彼らは今、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 10(じゅく),塾)から帰るところなのだ。

　日本では、小・中学校の９年間がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 10(ぎむ),義務)教育になっている。大半の子どもが公立の小学校に入学し、中学へ進み、そして、ほとんどの中学生が私立か公立の高校へ進学する。このとき、彼らは、初めて学力によって選別されることになる。そして、この高校受験は、時代が進むにつれて、大学受験と同じように厳しいものになってきた。そこで、特に大都市では、中学を卒業してから高校を受験させるより、「中高EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 10(いっかん),一貫)教育」の有名私立中学を（　　③　　）ようとする親が増え、その結果、この中学受験も競争が激しくなった。電車の中で、夜遅く見かける小学生は、この私立中学の受験生とその予備軍である。

　さらに、一度入学したら、大学まで進学できる私立の小学校へ子どもを行かせたいと、考える親も多くなってきた。そして、そういう小学校を受験するために、幼稚園入学後や、それ以前から塾に通わせられる子どもたち（　④　）いるそうである。（　⑤　）、大学の受験が小学校の受験にまで低年齢化してきたわけだ。

　塾帰りの小学生に「今一番ほしいものは？」と聞くと、「時間」と答える子どもが多い。そして、「なぜ、大学に入りたいの？」と聞くと、「いい大学を出れば、有名な会社に入ったり、医者になったりしてお金持ちになれるから」と言う。

　昔は、子どももみんな夢を持っていた。しかし、最近では、「勉強していい大学に入って偉くなるのが一番幸せだ」という現実的な考え方をする子どもが多い。これは、子ども自身の考えというより、親の期待に応えようとする子どもの姿なのかもしれない。しかし、子どもにとって、果たしてこの競争システムに適応することだけが良いことなのだろうか。何のための教育か、だれのための教育か、今あらためて、考え直す時期にきていると言えよう。　　

（国際交流基金日本語国際センター『みんなの教材サイト』より一部改）

問1.（　①　）に入る最も適切な言葉はどれか。　

　16　　　　a.その　　b.どの　　c.あの　　d.この

問2. （　②　）に入る最も適切な言葉はどれか。

　17　　　a.など　 　　b.も　　　　c.まで　　 　d.から

問3. （　③　）に入る最も適切な言葉はどれか。

　18　　　a.受験する　　b.受験させ　　c.受験し　　d.受験して

問4.　 （　④　）に入る最も適切な言葉はどれか。

　19　　　a.さえ　　　　b.では　　　　c.は　　　　　d.と

問5.　 （　⑤　）に入る最も適切な言葉はどれか。

　20　　　a.それに　　　b.しかし　　　c.つまり　　　d.たとえば

問6.　下線部「そういう小学校」とは、どういう小学校か。最も適当なものはどれか。　21　
a. 塾に通わせてくれる小学校

b. 大学までそのまま進学できる小学校

c. 私立の学校へ行かせたいと考える親が多い小学校

d. 大学受験のための教育をしてくれる小学校

問7.　筆者の気持ちとして、最も適当なものはどれか。　　22　
a. 大学受験は難しいから、小学校受験をしたほうがいい。

b. 子どもが塾でたくさん勉強することはいいことだ。

c. 大学の受験が小学校の受験にまで低年齢化してきたことは、悪いことではない。

d. 子どもは親の期待に応えようとするのではなく、自分の夢を持ったほうがいい。
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